
Title デンマークのジャポニスム : 磁器産業を中心に

Author(s) 木村, 友香

Citation フィロカリア. 2026, 43, p. 61-80

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/104650

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



61

デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

―
磁
器
産
業
を
中
心
に
―

木 
 

村 
 

友 
 

香

は
じ
め
に

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
西
洋
美
術
に
与
え
た
日
本
美
術
の

影
響
を
指
し
、
新
し
い
造
形
原
理
や
技
法
、
そ
の
背
後
に
あ
る
美
学
や
世
界
観

を
も
含
む
幅
広
い
現
象
で
あ
る（

（
（

。
特
に
、
当
時
美
術
の
中
心
地
と
さ
れ
て
い
た

パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
一
八
六
〇
年
頃
か
ら
一
九
一
〇
年
頃
に
か
け
て

大
い
に
流
行
し
た
。
一
方
、
そ
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
地
域
の
一
つ
、
北
欧
で

こ
の
現
象
が
隆
盛
す
る
の
は
、
数
十
年
遅
れ
た
一
八
八
〇
年
代
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

北
欧
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
年
に
「
北
欧
諸
国
の
ジ
ャ

は
じ
め
に

１
．
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
産
業
と
日
本
美
術

２
．
独
自
性
の
追
求

３
．「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
さ
」
の
創
出
と
評
価

お
わ
り
に

パ
ノ
マ
ニ
ア
（Japanom

ania in the N
ordic countries 1875-1918

）」
と
題
し

た
展
覧
会
が
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
オ
ス
ロ
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
際
、

美
術
史
家
に
よ
る
研
究
が
進
ん
だ（

（
（

。
総
じ
て
、
作
品
の
図
像
源
を
浮
世
絵
に
求

め
る
分
析
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
芸
術
家
に
関
す
る
一
次
資
料
を
提
示
し
て
い

る
研
究
は
多
く
な
い
。

本
稿
が
主
題
と
す
る
磁
器
の
分
野
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
、
専
ら
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
と
も
に
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世

紀
初
頭
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
花
し
た
装
飾

様
式
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
磁
器
の
歴
史
を
ま
と
め
た
ヤ
ン
・
デ
ヴ
ィ
シ
ュ

に
よ
る
と
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
単
純
な
円
柱
形
に
神
話
の
場
面
な
ど
を
描

い
た
ア
ン
ピ
ー
ル
様
式
や
、
一
八
世
紀
半
ば
に
流
行
し
た
ロ
コ
コ
装
飾
を
真
似

た
様
式
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
も
た
ら
し
た
の

が
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
で
あ
っ
た（

（
（

。
こ
の
装
飾
様
式
は
、
日
本
美
術
の
平
面

的
で
線
的
な
描
写
や
中
景
の
な
い
遠
近
法
を
用
い
た
た
め
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
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文
脈
で
認
知
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
葛
飾
北
斎
や
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
か
ら
着

想
を
得
た
動
植
物
モ
チ
ー
フ
や
波
の
モ
チ
ー
フ
が
活
用
さ
れ
た
装
飾
が
多
く
見

ら
れ
る
。

北
欧
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
者
の
馬
淵
明
子
ら
の
議
論

が
あ
る
。
馬
淵
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
建
築
家
兼
画
家
の
ア
ー
ノ
ル
・
ク
ロ
ー
ウ

（A
rnold K

rog, 1856-1931

）
が
磁
器
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
う
ね
り
立
ち
上
が

る
波
の
モ
チ
ー
フ
が
葛
飾
北
斎
に
よ
る
『
富
嶽
百
景
二
篇
』
の
「
海
上
の
不

二
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
日
本
の
版
画

を
専
門
と
す
る
マ
リ
ー
ネ
・
ヴ
ァ
ウ
ナ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
立
磁
器
製
作
所

が
浮
世
絵
を
参
照
し
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
美
術
商
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ

ン
グ
（Siegfried Bing, 1838-1905

）
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
国
際
的
評
価
を

高
め
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
た（

（
（

。
ビ
ン
グ
は
、
パ
リ
で
一
八
八
八
年
に
雑
誌

『
藝
術
の
日
本
（Le Japon artistique

）』
を
創
刊
し
た
ほ
か
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
の
語
源
と
な
っ
た
店
を
開
業
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ン

マ
ー
ク
磁
器
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
つ
い
て
は
、
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
と
浮
世
絵

の
類
似
点
や
、
パ
リ
の
動
向
と
関
連
付
け
た
分
析
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

デ
ン
マ
ー
ク
国
内
の
情
勢
や
歴
史
的
背
景
に
着
目
し
た
、
当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク

の
芸
術
家
や
批
評
家
に
よ
る
日
本
美
術
受
容
の
有
り
様
に
関
し
て
は
研
究
の
余

地
が
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
出
版

さ
れ
た
学
術
誌
『
美
術
工
芸
（T

idsskrift for K
unstindustri

）』
や
新
聞
を
参

照
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
美
術
批
評
家
が
日
本
美
術
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
、

そ
し
て
磁
器
産
業
を
担
っ
た
芸
術
家
が
日
本
美
術
を
ど
う
活
か
し
た
か
に
つ
い

て
考
察
し
、
日
本
美
術
受
容
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
産
業
発
展
の
関
係
を
示
し

た
い
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
日
本
美
術
に
お
け
る
動
植
物
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
磁
器
に
触
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
立
磁
器
製
作
所
の
製
法
と
日
本
美

術
の
接
点
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
と
日
本
美
術
を

関
連
付
け
た
批
評
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
美
術
批
評
家
が
日
本

美
術
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

芸
術
家
が
日
本
美
術
か
ら
得
た
着
想
を
活
か
し
て
創
り
上
げ
た
独
自
性
を
指
摘

し
、
磁
器
産
業
か
ら
み
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
つ
い
て
筆
者
の
見

解
を
示
す
。１

．
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
産
業
と
日
本
美
術

一
八
七
〇
年
代
、
芸
術
の
中
心
地
と
し
て
の
存
在
感
を
急
速
に
高
め
て
い
た

パ
リ
を
、
多
く
の
北
欧
出
身
の
芸
術
家
が
訪
れ
た
。
中
で
も
日
本
美
術
を
北
欧

へ
広
め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
画
家
で
の
ち
に

美
術
批
評
家
に
転
じ
た
カ
ー
ル
・
マ
ス
ン
（K

arl M
adsen, 1855-1938

）
で
あ
る
。

一
八
七
六
年
に
パ
リ
に
留
学
し
た
マ
ス
ン
は
、
美
術
商
の
ビ
ン
グ
と
出
会
い
、

日
本
や
中
国
の
物
品
を
購
入
し
て
一
八
七
九
年
に
母
国
へ
持
ち
帰
っ
た
。
そ
の

後
一
八
八
五
年
に
『
日
本
の
絵
画
芸
術
（Japansk M

alerkunst

）』
を
出
版
す
る
。

彼
自
身
は
生
涯
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
訪
日
し
た
欧
米
人
に
よ

る
多
数
の
出
版
物
を
参
照
し
、
日
本
の
歴
史
や
伝
説
、
古
代
か
ら
一
九
世
紀
ま
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で
の
美
術
史
を
詳
述
し
た
。
こ
れ
は
初
め
て
デ
ン
マ
ー
ク
語
に
よ
っ
て
日
本
の

絵
画
を
体
系
的
に
記
述
し
た
本
で
あ
り
、『
北
斎
漫
画
』
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
木
版
画
が
挿
図
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
著
書
に
お
い
て
、
マ
ス
ン
は

特
に
、
日
本
の
絵
画
に
見
ら
れ
る
鳥
や
昆
虫
、
植
物
な
ど
の
動
植
物
モ
チ
ー
フ

を
称
賛
し
た
。
例
え
ば
、
自
然
の
描
写
に
つ
い
て
ま
と
め
た
章
に
お
い
て
、
日

本
の
絵
画
の
生
命
力
溢
れ
る
繊
細
な
描
写
や
、
そ
れ
を
素
早
い
筆
致
で
生
み
出

す
画
家
の
技
量
を
認
め
て
い
る（

（
（

。

ま
た
、
マ
ス
ン
は
日
本
美
術
の
装
飾
性
に
着
目
し
た（

（
（

。
彼
が
定
義
し
た
「
装

飾
性
」
と
は
、
絵
画
空
間
内
に
奥
行
き
や
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
な
い
こ
と
、
す

な
わ
ち
そ
の
平
面
性
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
西
洋
美
術
で
は
、
解
剖

学
的
事
実
に
即
し
た
人
体
表
現
や
空
間
の
奥
行
き
表
現
が
追
求
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
よ
り
高
度
な
技
術
や
知
識
、
感
性
が
求
め
ら
れ
る
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
を
発
揮
す
る
絵
画
、
す
な
わ
ち
純
粋
芸
術
の
分
野
と
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
だ

け
の
陶
芸
、
す
な
わ
ち
応
用
芸
術
の
分
野
は
区
別
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
、

器
な
ど
の
応
用
芸
術
を
絵
画
な
ど
の
純
粋
芸
術
よ
り
低
く
位
置
づ
け
て
い
た
西

洋
美
術
の
価
値
観
か
ら
考
え
る
と
、
装
飾
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
絵
画
と
磁
器
で

同
等
の
価
値
を
見
出
し
う
る
日
本
の
美
術
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
同
著
の
出
版

後
、
マ
ス
ン
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ビ
ン
グ
の
協
力
を
得
て
、
首
都
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
複
数
の
展
覧
会
を
開
催
し
、
広
く
日
本
美
術
を
紹
介
し
た
。

日
本
美
術
に
見
ら
れ
る
動
植
物
モ
チ
ー
フ
の
精
緻
で
平
面
的
な
表
現
は
、
同

時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
磁
器
産
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
例
と
し
て
《
セ

ル
ヴ
ィ
ス
・
ル
ソ
ー
（Service Rousseau

）》
の
絵
皿
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
版
画
家
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
（Félix Bracquem

ond, 

1833-1914

）
の
版
画
を
絵
付
に
採
用
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ル

ソ
ー
（François-Eugène Rousseau, 1827-1890

）
に
よ
る
食
器
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
日
本
か
ら
輸
入
し
た
陶
磁
器
の
梱
包
材

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
『
北
斎
漫
画
』
を
最
初
に
発
見
し
た
と
い
う
伝
説
の
持

ち
主
で
あ
る
。
彼
は
、
北
斎
や
広
重
の
浮
世
絵
の
モ
チ
ー
フ
を
器
の
装
飾
用
に

転
写
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
魚
や
草
花
、
鳥
な
ど
の
自
然
モ
チ
ー
フ
だ
け
で

な
く
、
マ
ス
ン
が
「
装
飾
性
」
と
呼
ん
だ
平
面
性
が
フ
ラ
ン
ス
産
の
器
に
直
接

再
現
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
海
老
が
描
か
れ
た
丸
皿
（
図
1
）
は
、
歌
川
広
重
の

《
魚
づ
く
し
・
伊
勢
海
老
、
小
鰕
》（
図
2
）
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

銅
板
転
写
に
よ
っ
て
大
量
生
産
さ
れ
た
《
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ル
ソ
ー
》
の
絵
皿

シ
リ
ー
ズ
は
、
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
以
下
、
万
博
）
に
出
品
さ
れ
、

多
く
の
受
注
を
獲
得
し
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
制
作
さ
れ
た
。

上
記
の
よ
う
な
自
然
モ
チ
ー
フ
を
器
の
装
飾
に
活
用
す
る
動
向
は
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
流
行
の
中
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
の
分
野
に
も
及
ん
だ
。

そ
れ
は
、
一
八
八
五
年
に
ア
ー
ノ
ル
・
ク
ロ
ー
ウ
が
王
立
磁
器
製
作
所
の
美
術

監
督
に
就
任
し
た
こ
と
で
発
展
し
て
い
く
。

一
八
世
紀
後
半
に
開
窯
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
立
磁
器
製
作
所
は
、
一
九
世

紀
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
の
爆
撃
に
よ
る
破
壊
や
、
絶
対
王
政
か
ら
立
憲
君
主

制
へ
の
移
行
に
伴
う
権
威
の
失
墜
に
よ
っ
て
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い

た
。
一
八
六
四
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
第
二
次
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
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シ
ュ
タ
イ
ン
戦
争
で
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
合
軍
に
敗
北
し
、
領
土

の
一
部
を
失
っ
た
。
国
の
基
盤
が
揺
ら
ぐ
中
、
王
立
磁
器
製
作
所
は
一
八
八
二

年
に
磁
器
工
場
の
ア
ル
ミ
ー
ニ
ャ
（A

lum
inia

）
に
買
収
さ
れ
、
工
場
長
の

フ
ィ
リ
プ
・
ス
コ
ウ
（Philip Schou, 1838-1922

）
が
王
立
の
名
の
も
と
経
営

の
舵
取
り
を
担
う
。
そ
こ
で
ス
コ
ウ
が
新
た
な
美
術
監
督
に
起
用
し
た
の
が
ク

ロ
ー
ウ
で
あ
っ
た
。
旧
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
美
術
館
館
長
の
ス

テ
ィ
ー
ン
・
ノ
ッ
ト
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、
彼
が
選
出
さ
れ
た
理
由
に
は
、
一
七

世
紀
の
名
君
ク
レ
ス
チ
ャ
ン
四
世
（Christian4, 1588-1648

）
が
建
て
た
フ
レ

ズ
レ
ク
ス
ボ
ー
城
（Frederiskborg Slot

）
の
室
内
装
飾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
彼
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う（

（
（

。
一
八
五
九
年
に
火
災

で
焼
失
し
た
フ
レ
ズ
レ
ク
ス
ボ
ー
城
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
、
現
在
北
欧
の
中
で
最
も
大
き
な
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
宮
殿
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
（
図
３
）。

ク
ロ
ー
ウ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
学
科
で
学
ん

だ
建
築
家
で
あ
り
、
磁
器
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス

様
式
や
後
期
ロ
コ
コ
様
式
な
ど
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
て
い
た
た
め
、
磁
器

デ
ザ
イ
ン
に
新
た
な
息
吹
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

王
立
磁
器
製
作
所
は
、「
釉
下
彩
」
と
い
う
技
法
を
用
い
て
、
小
さ
な
青
い
花

と
優
雅
な
細
い
曲
線
で
装
飾
さ
れ
た
《
ブ
ル
ー
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
（Blue Fluted

）》

と
呼
ば
れ
る
食
器
セ
ッ
ト
を
製
作
し
て
き
た
。
釉
下
彩
と
は
、
器
表
に
文
様
を

描
い
た
う
え
に
透
明
釉
を
か
け
て
焼
く
技
法
で
、《
ブ
ル
ー
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
》

は
そ
の
技
法
の
中
で
も
白
色
の
素
地
に
青
の
コ
バ
ル
ト
顔
料
で
文
様
を
描
く
染

図１　�フェリックス・ブラックモン《セルヴィス・
ルソー》1866年、d.35cm、オルセー美術館

（�出典：https://www.musee-orsay.fr/fr/oeuvres/ 
plat-rond-121995）

図２　�歌川広重《魚づくし・伊勢海老、小鰕》江戸時代・
19世紀、東京国立博物館

（�出典：https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-10569- 
3065?locale=ja）
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付
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
ロ
コ
コ
様
式
と
し
て
認
識
さ
れ
、
開
窯
時
か
ら
生
産
さ

れ
て
き
た
が
、
製
作
開
始
か
ら
約
一
〇
〇
年
を
経
た
一
九
世
紀
に
は
似
た
デ
ザ

イ
ン
を
使
い
回
す
状
態
が
続
い
て
い
た
。
ク
ロ
ー
ウ
は
、
ま
ず
、
こ
の
デ
ザ
イ

ン
を
刷
新
す
る
た
め
に
釉
下
彩
技
法
の
研
究
を
進
め
た
。
こ
の
試
み
に
合
致
し

た
特
徴
を
有
し
て
い
た
の
が
日
本
美
術
で
あ
っ
た
。

ク
ロ
ー
ウ
と
日
本
美
術
の
大
き
な
接
点
は
パ
リ
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
、
彼

は
ス
コ
ウ
と
共
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
磁
器
製
作
所
セ
ー
ブ
ル
を
含
む
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
大
手
の
製
作
所
の
作
品
を
見
て
回
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
六
年
初
夏
の

パ
リ
滞
在
中
に
ビ
ン
グ
を
訪
れ
た
。
ビ
ン
グ
商
会
か
ら
日
本
の
掛
軸
や
象
牙
細

工
、
金
工
品
、
根
付
、
染
織
品
、
浮
世
絵
を
購
入
し
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
美
術
雑
誌
を
取
り
寄
せ
て
購
読
し
た
ク
ロ
ー
ウ
は
、
日
本
の
美
術
工

芸
品
や
そ
の
複
製
図
版
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
が
日
本
美
術
を
参
照
し

た
例
と
し
て
、
ヴ
ァ
ウ
ナ
は
、
当
時
の
王
立
磁
器
製
作
所
に
は
ク
ロ
ー
ウ
が
パ

リ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
花
鳥
が
描
か
れ
た
一
二
点
の
掛
軸
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
図
像
が
一
八
八
八
年
の
北
欧
産
業
・
農
業
・
芸
術
博
覧
会
に
ク
ロ
ー
ウ
が

出
品
し
た
プ
レ
ー
ト
の
着
想
源
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う

な
、
ク
ロ
ー
ウ
の
自
然
モ
チ
ー
フ
へ
の
関
心
は
、
マ
ス
ン
の
『
日
本
の
絵
画
芸

術
』
や
《
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ル
ソ
ー
》
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
の
潮
流
に
沿
う

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
絵
画
と
同
等
の
繊
細
な
描
写
に
よ
っ

て
表
現
す
る
こ
と
が
、
マ
ス
ン
が
指
摘
し
た
日
本
美
術
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

磁
器
に
お
け
る
絵
画
的
装
飾
に
は
、
ま
さ
に
王
立
磁
器
製
作
所
が
課
題
と
し
て

い
た
高
い
釉
下
彩
の
技
術
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
釉
下
彩
の
絵
付
の
試
み
が
始

ま
っ
た
頃
は
、
磁
器
を
焼
成
す
る
際
の
一
四
〇
〇
度
と
い
う
高
温
に
耐
え
ら
れ

る
色
は
、
コ
バ
ル
ト
の
青
色
以
外
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ク

ロ
ー
ウ
は
、
は
じ
め
に
、
青
の
着
色
部
分
を
ブ
ラ
シ
で
削
っ
て
色
を
落
と
し
た

り
、
圧
縮
し
た
空
気
を
吹
き
付
け
て
色
を
取
り
除
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
紋
様

の
青
と
地
の
白
と
の
よ
り
優
美
で
柔
ら
か
な
調
和
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
科

学
者
と
協
力
し
て
他
の
色
の
開
発
も
試
み
、
ク
ロ
ム
銅
か
ら
緑
色
、
金
か
ら
灰

色
、
茶
色
、
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
生
成
に
成
功
し
た（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
動
植
物
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
絵

画
と
同
等
の
精
緻
な
描
写
で
磁
器
に
施
す
日
本
美
術
は
、《
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ル

図３　フレズレクスボー城の写真�
（出典：https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Frederiksborg_
Castle_and_boat_crop.jpg）
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ソ
ー
》
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
磁
器
に
採
用
さ
れ
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
。
こ
の
動
向
は
、
パ
リ
の
美
術
商
の

ビ
ン
グ
や
日
本
美
術
に
つ
い
て
書
か
れ
た
出
版
物
を
通
し
て
、
既
存
の
技
法
を

発
展
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
立
磁
器
製
作
所
の
も
と

に
も
届
い
た
。
一
八
八
五
年
に
王
立
磁
器
製
作
所
の
美
術
監
督
に
就
任
し
た
ク

ロ
ー
ウ
は
、
こ
の
時
代
的
風
潮
に
合
わ
せ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
の
釉
下
彩

技
法
の
発
展
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
純
に
パ
リ
の
流
行
を
取
り
入
れ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
な
ら
ば
、
王
立
磁
器
製
作
所
の
作
品
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
独
自
の
特
徴
は

見
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
見
出
さ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
デ
ン
マ
ー
ク
独

自
の
特
徴
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
次
章
で
は
、当
時
の
デ
ン
マ
ー

ク
の
美
術
批
評
家
が
ク
ロ
ー
ウ
の
作
品
と
日
本
美
術
の
結
び
つ
き
を
ど
う
捉
え

て
い
た
か
に
つ
い
て
着
目
し
、
彼
ら
の
日
本
美
術
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．
独
自
性
の
追
求

ま
ず
前
章
で
取
り
上
げ
た
『
日
本
の
絵
画
芸
術
』
の
著
者
カ
ー
ル
・
マ
ス
ン

に
よ
る
記
述
に
着
目
し
よ
う
。
マ
ス
ン
は
一
八
八
七
年
の
学
術
誌
『
美
術
工

芸
』
に
お
い
て
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
磁
器
に
関
す
る
論
文
を
執
筆
し
、
ク

ロ
ー
ウ
の
作
品
と
日
本
を
関
連
付
け
た
。
彼
は
、
ク
ロ
ー
ウ
が
ロ
コ
コ
や
中
国

な
ど
様
々
な
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ
た
う
え
で
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

彼
と
製
作
所
が
熱
心
に
発
展
さ
せ
て
き
た
得
意
分
野
は
、
新
鮮
で
豊
か
な
、

そ
し
て
真
に
芸
術
的
な
特
徴
を
持
っ
た
、
絵
の
よ
う
な
装
飾
で
あ
り
、
日

本
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
模
範
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。（
傍
線
、
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
よ
う
に
、
マ
ス
ン
は
、
日
本
が
「
絵
の
よ
う
な
装
飾
」
に
お
い
て
素
晴
ら

し
い
模
範
で
あ
っ
た
と
語
る
。
こ
れ
は
、
絵
画
と
磁
器
に
同
等
の
価
値
を
見
出

す
日
本
美
術
に
倣
っ
て
、
磁
器
に
お
け
る
絵
画
的
表
現
を
生
む
と
い
う
ク
ロ
ー

ウ
の
試
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
マ
ス
ン
は
こ
の
論
評
に
、
フ
レ

ズ
レ
ク
ス
ボ
ー
城
が
遠
景
に
描
か
れ
た
壺
の
挿
絵
（
図
４
）
を
入
れ
た
。
壺
の

表
面
に
は
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
前
景
に
草
花
や
猫
、
枝
に
と
ま
る
小
鳥
が
配

置
さ
れ
、
後
景
に
は
城
が
見
え
る
。

小
鳥
が
の
っ
た
枝
が
画
面
を
斜
め
に
横
切
る
表
現
は
、
日
本
の
花
鳥
画
を
想

起
さ
せ
る
「
絵
の
よ
う
な
装
飾
」
と
い
え
る
。
加
え
て
、
遠
景
に
う
っ
す
ら
と

図４　�フレズレクスボー城の眺望を描い
た壺、デザインは建築家アーノル・
クローウによる（Krukke med 
Prospekt af Frederiksborg Slot. 
Komponeret af Arkitekt Arnold 
Krogh.）

（�出典：MADSEN, “Kjøbenhavns Porcellæn 
og Utterslev Pottemageri”, p.68.）
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浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
描
か
れ
た
フ
レ
ズ
レ
ク
ス
ボ
ー
城
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を

象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
こ
の
城
は
、
ク
ロ
ー
ウ
が
装

飾
再
生
に
携
わ
っ
た
と
い
う
点
と
、
一
七
世
紀
の
国
王
の
城
と
い
う
点
で
意
義

深
い
。
一
七
世
紀
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
一
九
世
紀
の
度
重
な
る
戦
争
に
よ
っ
て

領
土
を
縮
小
さ
せ
る
前
の
栄
光
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
城
の
歴
史
を
鑑
み
る

と
、
ク
ロ
ー
ウ
は
、
国
の
栄
華
を
取
り
戻
す
と
い
う
意
味
を
こ
の
モ
チ
ー
フ
に

込
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ス
ン
は
、
直
接
浮
世
絵
を
引
用

し
た
作
品
で
な
く
と
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
城
を
花
鳥
と
と
も
に
描
い
た
「
絵
の

よ
う
な
装
飾
」
の
磁
器
に
対
し
て
日
本
の
影
響
を
読
み
取
っ
て
い
た
。
一
方
で
、

日
本
美
術
と
関
連
付
け
ら
れ
る
作
品
の
全
て
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

以
下
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
装
飾
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
ク
ロ
ー
ウ
の
試
み
の
全

て
が
同
じ
よ
う
に
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
時
折
、
日
本
の
図
柄
の
模

倣
が
い
く
ぶ
ん
直
接
的
で
あ
る（

（1
（

。（
傍
線
、
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

引
用
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
マ
ス
ン
は
日
本
の
モ
チ
ー
フ
を
直
接
模
倣

す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
模
倣
の
否
定
は
マ
ス
ン
以
外
の

論
者
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
美
術
史
家
フ
レ
ズ
レ
ク
・
ユ
ー
リ

ウ
ス
・
マ
イ
ア
（Frederik Julius M

eier, 1835-1898

）
の
論
評
を
例
に
挙
げ
よ

う
。
マ
イ
ア
は
、
王
立
磁
器
製
作
所
と
同
様
に
釉
下
彩
技
法
を
発
展
さ
せ
た
磁

器
製
作
所
ビ
ン
グ
・
オ
ー
・
グ
ロ
ン
デ
ー
ル
（Bing og Grøndahl

）
の
美
術
監

督
ピ
ー
ト
ロ
・
ク
ロ
ー
ン
（Pietro K

rohn, 1840-1905

）
が
発
表
し
た
食
器

セ
ッ
ト
《
鷺
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
（H

ejrestellet

）》
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ボ

ウ
ル
や
プ
レ
ー
ト
全
て
に
鷺
の
モ
チ
ー
フ
が
施
さ
れ
た
《
鷺
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
》

は
、
一
九
世
紀
後
半
に
、
動
植
物
の
高
浮
彫
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
し
て
い
た

宮
川
香
山
（
一
八
四
二-

一
九
一
六
）
の
作
品
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
精
緻
な
写

実
性
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ン
は
刀
の
鍔
を
収
集
す
る
な
ど
日
本
美
術
に

触
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ア
は
、
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た

一
八
八
八
年
の
北
欧
産
業
・
農
業
・
芸
術
博
覧
会
に
つ
い
て
の
論
評
に
お
い
て
、

《
鷺
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
》
と
日
本
美
術
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
様
式
と
の
関
連
を
強
い

言
葉
で
否
定
し
た
。
彼
は
、
ク
ロ
ー
ン
の
作
品
が
外
国
の
美
術
の
模
倣
だ
と
認

識
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
ク
ロ
ー
ン
が
「
鷺
様
式
」
と
い
う
全
く
新
し
い
ス

タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
と
主
張
し
た（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
美
術
批
評
家
は
、
日
本
美
術
が
デ
ン
マ
ー
ク
美

術
に
も
た
ら
す
新
た
な
美
的
感
覚
を
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
の
完
全
な
模
倣
を
嫌

う
傾
向
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
マ
ス
ン
も
マ
イ
ア
も
模
倣
を
認
め
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
西
洋
の
文
化
的
優
位
性
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
独
自
性
を
確
保
し

た
い
と
い
う
心
性
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
デ
ン
マ
ー
ク
美
術

の
研
究
者
で
あ
る
萬
屋
健
司
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
マ
ス
ン
は
『
日
本
の
絵
画

芸
術
』
に
お
い
て
、
西
洋
と
日
本
の
文
化
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
を
重
要
視

し
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
考
え
を
端
的
に
表
し
た
部
分
が
以
下
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
日
本
は
日
本
！
そ
の
混
交
は
美
食
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家
に
い
か
な
る
美
味
も
供
さ
な
い（

（1
（

。（
訳
は
萬
屋
に
よ
る
）

西
洋
美
術
と
日
本
美
術
を
互
い
に
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
主
張
す
る
マ
ス
ン

は
、
当
然
な
が
ら
デ
ン
マ
ー
ク
を
西
洋
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

美
術
の
自
然
表
現
を
称
賛
す
る
一
方
で
、
本
質
的
に
は
西
洋
美
術
よ
り
劣
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
に
と
っ
て
日
本
美
術
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
以
来
の
解
剖
学
的
観
察
に
基
づ
い
た
人
体
表
現
や
空
間
の
奥
行
き
表
現
を

用
い
な
い
た
め
、
西
洋
的
な
尺
度
に
お
い
て
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
彼
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
美
術
に
端
を
発
す
る
西
洋
美
術
の
表
現
を
根
幹
に
据

え
て
い
た
た
め
、
優
劣
を
つ
け
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
基
づ
い
た
表
現
形
式

の
違
い
を
相
対
的
に
観
察
、
評
価
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
西
洋
に
お
け
る
異
国
文
明
の
限
定
的
な
讃
美
や
自
国
文
化
中

心
主
義
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
よ
り
長
ら

く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
美
術
史
家
グ
ン
ヒ
ル
・
ボ
ー
グ

レ
ー
ン
は
、
一
九
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
周
縁
に
位
置
す
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
た
北
欧
諸
国
が
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
国
と
の

結
び
つ
き
を
得
る
た
め
に
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
を
「
他
者
」
と
し
て
表
し
て
い

た
と
分
析
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
優
越
意
識
が
、
日

本
美
術
の
直
接
的
な
模
倣
を
許
さ
な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

一
方
、
自
ら
が
文
化
的
優
位
性
を
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員
で
あ
る
と
わ

ざ
わ
ざ
主
張
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
小
国
と
し
て
の
デ
ン

マ
ー
ク
の
劣
等
感
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
、
デ
ン
マ
ー

ク
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
国
境
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
両
国
の
境
目
に
位
置

す
る
二
つ
の
公
国
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
語
話
者
と
ド
イ
ツ
語
話
者
が
混
在
し
て
い
た
。
ど
ち
ら
の
公
国
も
デ
ン
マ
ー

ク
王
国
に
属
し
て
い
た
が
、
や
が
て
自
由
主
義
者
の
間
で
自
治
権
の
拡
大
を
求

め
る
声
が
上
が
り
、
王
政
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
一
八
四
〇
年
頃
か
ら
紛

争
の
兆
し
が
現
れ
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
内
で
は
デ
ン

マ
ー
ク
語
話
者
を
擁
護
す
る
た
め
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
風
潮
が
生
ま
れ
た

の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
風
潮
は
芸
術
界
に
も
広
が
り
、
美
術
史
家
で
デ
ン
マ
ー
ク
王

立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
を
務
め
た
ニ
ル
ス
・
ラ
ウ
リ
ツ
・
ホ
イ
イ
ン
（N

iels 

Lauritz H
øyen, 1798-1870

）
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
。
彼
は
、
一
八
四
四
年
に

「
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
民
族
固
有
の
芸
術
が
発
展
す
る
た
め
の
諸
条
件
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
、
芸
術
家
に
、
国
内
で
デ
ン
マ
ー
ク
的
な
主
題
を
見
つ
け
る

よ
う
に
推
奨
し
た（

（1
（

。
よ
っ
て
、
画
家
は
郊
外
へ
出
か
け
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
る
生
活
を
営
む
農
民
や
漁
師
、
近
代
化
の
波
が
及
ん
で
い

な
い
自
然
風
景
を
描
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
や
が
て
、
首
都
か
ら
遠
く
離
れ

た
、
ユ
ラ
ン
半
島
の
北
端
の
漁
村
ス
ケ
ー
イ
ン
（Skagen

）
を
芸
術
家
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
は
一
八
七
〇
年
代
末

か
ら
一
九
一
〇
年
代
前
半
ま
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
絵
画
に
影
響
を
与
え
た
。

国
境
問
題
が
引
き
起
こ
し
た
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
戦
争

に
よ
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
合
軍
に
敗
戦
し
、

ユ
ラ
ン
半
島
南
部
の
穀
倉
地
帯
を
失
っ
た
。
痛
手
を
負
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
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国
内
の
文
化
を
隆
盛
さ
せ
る
こ
と
で
国
家
の
威
信
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
。
こ

の
精
神
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が
「
外
で
失
っ
た
も
の
を
内
で
取
り
戻
さ
ん
」

と
い
う
文
詞
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
言
葉
は
、
領
土
縮
小
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
ユ
ラ
ン

半
島
の
荒
野
に
植
林
を
行
っ
た
土
地
開
発
先
駆
者
エ
ン
リ
コ
・
ダ
ル
ガ
ス

（Enrico D
algas, 1828-1894

）
に
よ
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
は

詩
人
ハ
ン
ス
＝
ピ
ー
ダ
・
ホ
ル
ス
ト
（H

ans-Peter H
olst, 1811-1893

）
が
、
一

八
七
二
年
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
産
業
芸
術
博
覧
会
の
記
念
コ
イ

ン
に
刻
ん
だ
言
葉
で
あ
る
。
当
時
の
博
覧
会
は
、
一
八
八
八
年
に
再
度
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
北
欧
産
業
・
農
業
・
芸
術
博
覧
会
に
比
べ
て
来
場
者

数
も
会
場
面
積
も
小
さ
か
っ
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
産
業
の
発
展
を
主

張
す
る
た
め
の
重
要
な
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
一
九
世
紀
の
国
境
問
題
を
通
し
て
民
族
固

有
の
芸
術
を
見
直
し
、
領
土
縮
小
後
も
自
国
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
喪

失
を
補
う
道
を
模
索
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
小
国
と
し
て
の
劣
等
感
を
掻
き
消

す
た
め
の
試
み
と
い
え
る
。
し
か
し
、
当
時
デ
ン
マ
ー
ク
の
美
術
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
美
術
史
家
か
ら
高
い
評
価
を
得
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
北
欧
美

術
受
容
を
研
究
し
た
ニ
コ
ラ
ス
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
美
術
は
一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
博
の
時
点
で
全
体
的
に
凡
庸
な
も
の

と
見
な
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
そ
の
評
価
が
上
向
き
に
変
わ
る
の
が
一
八
八
〇
年
代
で

あ
る
。
一
八
八
〇
年
代
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
絵
画
の
刷
新
が
進
む
時
期
で
あ
る
。

ホ
イ
イ
ン
に
よ
る
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
伝
統
文
化
を
主
題
と
す
る
芸
術
の
推
奨
を

経
て
、
北
端
の
漁
村
ス
ケ
ー
イ
ン
で
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
が
形
成
さ
れ
る
の
は
一

八
七
〇
年
代
、
そ
し
て
彼
ら
が
パ
リ
の
展
覧
会
で
認
め
ら
れ
る
時
期
が
一
八
八

〇
年
代
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ー
イ
ン
は
、
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
海
を
結
ぶ

主
要
な
航
海
ル
ー
ト
に
位
置
す
る
漁
村
で
あ
る
。
複
数
の
海
域
が
ぶ
つ
か
る
ス

ケ
ー
イ
ン
周
辺
の
海
波
は
荒
く
、
漁
は
命
が
け
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
村
に

足
を
踏
み
入
れ
た
画
家
た
ち
は
、
海
岸
の
景
色
や
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
日
常

の
ほ
か
、
海
難
救
助
を
行
う
漁
師
を
英
雄
的
に
描
く
な
ど
、
自
然
と
共
生
す
る

生
活
を
表
し
た
。
マ
ス
ン
を
含
む
多
数
の
北
欧
出
身
の
画
家
が
ス
ケ
ー
イ
ン
に

魅
了
さ
れ
、
現
地
で
共
に
戸
外
制
作
を
行
っ
た
。
同
時
に
彼
ら
の
多
く
は
、
パ

リ
に
留
学
し
て
レ
ア
リ
ス
ム
や
自
然
主
義
、
外
光
派
の
作
品
に
触
れ
、
そ
の
知

見
を
共
有
し
合
う
こ
と
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
絵
画
に
新
た
な
画
風
を
も
た
ら
し
た
。

彼
ら
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
伝
統
的
な
漁
生
活
が
営
ま
れ
る
ス
ケ
ー
イ
ン
を
、
最

新
の
画
法
で
描
き
出
す
こ
と
で
、
国
際
的
な
展
覧
会
で
認
め
ら
れ
る
存
在
へ
成

長
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
絵
画
の
分
野
で
変
革
が
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
磁
器
を
は
じ

め
と
し
た
美
術
工
芸
に
お
い
て
も
国
の
独
自
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。
美
術
工
芸
に
着
目
し
た
記
事
は
、
一
八
八
八
年
の
北
欧
産
業
・
農

業
・
芸
術
博
覧
会
を
報
じ
た
新
聞
『
朝
刊
（M

orgenbladet

）』
に
見
受
け
ら
れ

る
。
以
下
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

常
日
頃
感
じ
て
き
た
こ
と
だ
が
今
回
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
あ
る
国
の
美

術
工
芸
に
価
値
と
意
義
を
与
え
て
い
る
の
は
そ
の
国
の
独
自
性
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
権
力
者
の
命
令
に
よ
っ
て
突
然
推
進
さ
れ
る
も
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の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
で
培
わ
れ
た
伝
統
や
展
覧
会
に
依
拠
し
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
私
た
ち
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
絶
望
し
て
は
い
け
な
い（

（2
（

。（
傍
線
、
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
記
事
で
は
、
一
国
の
美
術
工
芸
に
不
可
欠
な
そ
の
国
の
「
独
自
性
」
が
デ

ン
マ
ー
ク
に
は
欠
け
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
を
打
開
す
る
可
能
性
を
も
つ

も
の
と
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
が
紹
介
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
磁
器
産
業
に
お
い
て
、
日
本
美
術
の
単
な
る
模
倣
作

品
を
発
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
八
八
年
は
翌
年
に
パ

リ
万
博
を
控
え
た
年
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
産
業
は
一
八
七
八
年
の
万
博
に

お
け
る
不
評
を
挽
回
す
る
た
め
の
準
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
政
治
的
に
は
力

を
失
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
が
、
自
国
独
自
の
文
化
資
産
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

は
、
や
は
り
他
国
の
模
倣
を
、
あ
る
い
は
模
倣
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
と

も
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
美
術
批
評
家
に
と
っ
て
は
、
外
国
で

既
に
確
立
し
て
い
る
も
の
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
主
体
と

な
っ
て
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。
そ
の
姿
勢
に

は
、
一
九
世
紀
に
相
次
ぐ
敗
北
を
被
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
傷
つ
い
た
誇
り
が
垣

間
見
え
る
。
美
術
批
評
家
が
日
本
美
術
の
模
倣
を
否
定
し
た
背
景
に
は
、
自
ら

を
文
化
的
に
優
位
な
西
洋
の
一
員
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
と
、

そ
の
西
洋
の
中
で
弱
小
国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
立
場
か
ら
自
国
文
化
の
独
自
性

を
主
張
す
る
必
要
性
の
両
方
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
．「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
さ
」
の
創
出
と
評
価

で
は
、
一
九
世
紀
末
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
批
評
家
や
芸
術
家
が
求
め
て
い
た
デ

ン
マ
ー
ク
文
化
の
独
自
性
と
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
さ
」

を
創
る
過
程
で
日
本
美
術
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
〇
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
テ
キ
ス
ト
と
写
真
で
見
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
都

市
産
業
（D

e D
anske Byerhverv i T

ekst og Billeder

）』
で
は
、
ク
ロ
ー
ウ
の

作
品
に
つ
い
て
日
本
美
術
の
影
響
を
認
め
つ
つ
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ら
で
は
の
表

現
を
評
価
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。
同
書
の
筆
者
は
不
明
だ
が
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
学
校
の
教
科
書
や
賛
美
歌
の
本
、
聖
書
な
ど
を
扱
っ
て
き
た
リ
ー
マ
ン
＆
ス

テ
ー
イ
（Lehm

ann &
 Stage

）
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
。

彼
が
取
り
入
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
選
択
と
画
法
は
、
日
本
の
装
飾
絵
画
か
ら

き
て
い
る
。
む
し
ろ
、
日
本
研
究
と
い
う
べ
き
か
。
彼
の
目
は
開
か
れ
、

想
像
力
が
豊
か
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
細
く
つ
り
上
が
っ
た
目
を
持
つ

小
さ
な
黄
色
人
種
の
、
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
で
奇
妙
な
美
術
を
手
当
た
り
次

第
に
模
倣
す
る
こ
と
は
、
巧
み
に
避
け
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ク

ロ
ー
ウ
の
美
し
い
磁
器
に
描
か
れ
た
絵
の
多
く
に
は
、
何
か
心
地
の
良
い

も
の
、
真
に
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
色
彩
と
モ
チ
ー
フ
は
デ

ン
マ
ー
ク
の
ガ
チ
ョ
ウ
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
花
、
そ
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
春

の
素
晴
ら
し
さ
に
彩
ら
れ
、
基
調
色
の
青
は
そ
れ
自
体
が
と
て
も
艶
や
か

で
光
沢
が
あ
り
、
新
鮮
で
上
質
、
軽
快
で
明
る
い
。
白
か
ら
徐
々
に
青
く
な
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り
、
や
が
て
濃
紺
に
い
た
る
ま
で
優
し
く
移
り
変
わ
る
色
の
階
調
は
、
あ

る
一
つ
の
場
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
し
か
思
え
な
い
。
そ
れ
は
デ

ン
マ
ー
ク
の
秋
と
春
の
夕
暮
れ
の
空
で
あ
る（

（2
（

。（
傍
線
、
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
こ
で
は
、
日
本
人
が
創
る
美
術
で
は
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
に
と
っ
て

「
何
か
心
地
の
良
い
も
の
、
真
に
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
い
も
の
」
を
ク
ロ
ー
ウ
の

作
品
か
ら
汲
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
自
然
で
あ
り
、

中
で
も
ガ
チ
ョ
ウ
や
花
、
春
や
秋
な
ど
、
厳
し
い
冬
を
連
想
さ
せ
な
い
「
心
地

の
良
い
も
の
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
ウ
の
磁
器
を
特
徴
づ
け

て
い
た
青
色
は
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
秋
と
春
の
夕
暮
れ
の
空
」
を
連
想
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
の
入
り
直
後
に
辺
り
一
面
が
青
色
に
包
ま
れ
る
自

然
現
象
を
指
す
と
推
測
で
き
、
特
に
緯
度
の
高
い
地
域
で
美
し
く
現
れ
る
。
一

九
世
紀
後
半
に
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
が
形
成
さ
れ
た
ス
ケ
ー
イ
ン
は
、
ユ
ラ
ン
半

島
の
北
端
に
位
置
す
る
た
め
、
特
に
こ
の
現
象
が
見
ら
れ
や
す
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
青
い
夕
暮
れ
は
、
ス
ケ
ー
イ
ン
で
活
躍
し
た
画
家
の
一
人
、
ピ
ー
ザ
・

ス
ィ
ヴ
ェ
リ
ー
ン
・
ク
ロ
イ
ア
（Peder Severin K

røyer, 1851-1909
）
が
複

数
の
作
品
で
取
り
上
げ
た
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
一
番
標

高
が
高
い
地
点
で
す
ら
一
七
〇
、
八
六
ｍ
し
か
な
い
と
い
う
平
坦
な
国
で
あ
る
。

大
陸
と
国
境
を
接
す
る
ユ
ラ
ン
半
島
、
首
都
が
位
置
す
る
シ
ェ
ラ
ン
島
、
そ
の

間
に
浮
か
ぶ
フ
ュ
ー
ン
島
な
ど
四
〇
〇
以
上
の
島
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
海

岸
に
は
砂
丘
と
浅
瀬
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
理
を
考
慮
す
る
と
、

「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
い
」
自
然
は
、
な
だ
ら
か
な
土
地
に
生
き
る
ガ
チ
ョ
ウ
な

ど
の
動
物
や
花
々
、
海
辺
の
砂
丘
や
港
の
光
景
、
優
し
い
青
色
に
包
ま
れ
る
夕

暮
れ
な
ど
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

「
何
か
心
地
の
良
い
も
の
、
真
に
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
い
も
の
」
と
し
て
自
然

が
選
択
さ
れ
た
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
に
論
じ
ら
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
文
化
の
自

然
観
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
デ
ン
マ
ー
ク
を
代
表
す
る
作
家
ハ
ン
ス
・
ク
レ
ス

チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（H

ans Christian A
ndersen,1805-1875

）
は
、
そ
の

童
話
の
中
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
田
園
風
景
に
身
近
に
存
在
す
る
動
物
を
数
多
く
登

場
さ
せ
て
お
り
、
中
に
は
引
用
で
言
及
さ
れ
た
ガ
チ
ョ
ウ
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

彼
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ
た
ハ
ン
ス
・
ク
レ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ア
ス
テ
ズ
（H

ans 

Christian Ø
rsted, 1777-1851

）
は
電
磁
気
を
発
見
し
た
自
然
科
学
者
で
あ
る

が
、
一
八
五
一
年
に
著
し
た
『
自
然
の
中
の
精
神
（A

anden i N
aturen

）』
に

お
い
て
、
自
然
の
法
則
は
美
や
道
徳
の
法
則
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ

ら
は
日
常
の
中
で
互
い
に
関
連
し
て
い
る
と
説
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
文
学
研
究

者
の
田
辺
欧
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
自
然
と
は
、
天
地
に
存

在
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
に
備
わ
っ
て
い
る
性
質
、
心
性
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
よ
っ
て
、
当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
に
と
っ
て
、
自

然
と
は
自
ら
を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
な
存
在
で
、
帰
る
べ
き
場
所
、
す
な
わ
ち

「
真
に
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
い
も
の
」
で
あ
っ
た
の
だ
。

ま
た
、
各
国
で
急
速
な
工
業
化
と
都
市
化
が
進
行
し
た
一
九
世
紀
、
牧
草
地

や
田
園
風
景
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
理
想
の
風
景
と
し
て
機
能
し
た
。
一
九
世
紀

半
ば
以
降
、
北
欧
諸
国
に
お
い
て
も
自
然
は
理
想
化
さ
れ
、
や
が
て
国
家
の
象

徴
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た（

（2
（

。
例
え
ば
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
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国
内
の
山
岳
地
帯
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
文
化
的
独
自
性
と
政
治
的
独
立
の
象
徴
と

な
っ
た（

（2
（

。
な
だ
ら
か
な
地
形
が
特
徴
的
な
デ
ン
マ
ー
ク
と
異
な
り
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
含
む
険
し
い
高
山
地
帯
を
有
す
る
国
で
あ
る
。
一
八

一
四
年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
独
自
の
憲
法
を
制
定
し
独
立
国
家
を
目
指
し
た
会
議

で
は
、「
ド
ー
ヴ
レ
山
脈
（D

ovre

）
が
崩
れ
る
ま
で
団
結
し
忠
誠
を
保
つ
」
と

い
う
誓
い
が
謳
わ
れ
、
一
九
〇
五
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
連
合
解
消
に
至
る

ま
で
、
民
族
的
結
束
を
表
す
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
た（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
に
は
、
自
国
の
自
然
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
例
が
各
地
で
見
ら
れ
る
。
デ

ン
マ
ー
ク
の
自
然
は
、
一
九
世
紀
の
度
重
な
る
敗
戦
に
よ
り
国
家
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
に
と
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
は
、
時
代
が
求
め
て
い
た
デ
ン

マ
ー
ク
の
独
自
性
す
な
わ
ち
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
心
性
を
反
映
す
る
自
然
を
組
み

込
ん
だ
美
術
工
芸
品
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
。

で
は
、
他
国
か
ら
見
て
「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
さ
」
は
ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
の
磁
器
』
を
手
が
か
り
に
分
析
し
よ
う
。
こ
の
書
籍
は
、
陶
磁
器
や

家
具
な
ど
の
古
美
術
を
専
門
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
著
者
ア
ー
サ
ー
・
へ
イ
デ
ン

（A
rthur H

ayden, 1868-1946

）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
。
彼
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

美
術
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
美
術
は
、
北
方
の
空
の
も
と
に
お
け
る
国
民
の
暮
ら

し
と
そ
の
気
質
を
反
映
し
て
い
る
。
思
索
的
で
夢
想
的
な
性
格
を
帯
び
、

北
極
の
夜
の
静
け
さ
、
す
な
わ
ち
紫
色
の
空
と
ほ
の
暗
く
神
秘
的
な
調
べ

を
湛
え
た
北
方
の
抒
情
的
な
美
術
は
、
極
東
の
美
術
の
よ
う
に
官
能
的
な

瞬
間
を
捉
え
よ
う
と
試
み
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
形
態
の
美
し
さ
は
控

え
め
で
落
ち
着
い
て
い
る
。
大
焚
で
表
現
可
能
な
色
の
幅
は
、
こ
の
小
さ

な
王
国
の
優
し
い
色
彩
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
、
溶
け
た
釉
薬
が
デ
ン
マ
ー

ク
の
風
景
を
と
て
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に
す
る
輝
き
を
加
え
て
い

る（
（2
（

。（
傍
線
、
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

北
欧
の
国
民
生
活
や
気
質
と
し
て
ヘ
イ
デ
ン
が
連
想
し
た
の
は
「
思
索
的
で

夢
想
的
」、「
ほ
の
暗
く
神
秘
的
」、「
抒
情
的
」
な
雰
囲
気
で
あ
り
、
そ
れ
は
釉

薬
に
よ
る
繊
細
な
表
現
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
王
立
磁
器
製
作
所
で
、
ク
ロ
ー
ウ
は
青
色
の
釉

下
彩
の
表
現
の
幅
を
広
げ
た
だ
け
で
な
く
、
緑
色
、
灰
色
、
茶
色
、
ベ
ー
ジ
ュ

色
の
生
成
に
成
功
し
た
。
磁
器
に
装
飾
で
き
る
色
味
が
増
え
た
こ
と
で
、
薄
暗

い
黄
昏
時
、
薄
ぼ
ん
や
り
と
し
た
港
の
光
景
な
ど
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
日
常
的
に

目
に
す
る
風
景
を
写
実
的
に
描
写
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

王
立
磁
器
製
作
所
に
勤
め
た
絵
付
師
に
よ
る
《
水
景
図
花
瓶
》（
図
５
）
は
、

黄
昏
時
の
水
辺
の
風
景
を
描
い
て
お
り
、
青
色
を
基
調
と
す
る
場
面
の
中
に
、

帯
の
よ
う
に
広
が
る
夕
暮
れ
の
空
と
そ
れ
が
映
る
水
面
の
ベ
ー
ジ
ュ
色
が
印
象

的
で
あ
る
。
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自
然
の
表
現
は
風
景
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
動
物
も
自
然
を
構
成
す
る
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
中
で
も
、
ヘ
イ
デ
ン
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
モ
チ
ー
フ
に
言

及
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
古
来
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
家
の
屋
根
に
住
む
動
物
と

し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
一
八
三
九
年
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
発
表
し
た
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
（Storkene

）」
と
い
う
物
語
に
も
登
場
す
る
。
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
博

に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
花
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
花
瓶
（
図
６
）
が
出
品
さ
れ
た（

（2
（

。

こ
の
作
品
に
は
、
雨
の
中
、
水
面
に
浮
か
ぶ
石
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
片
足
立
ち

し
て
羽
を
休
め
、
そ
の
横
に
白
い
花
が
咲
い
て
い
る
情
景
が
見
て
と
れ
る
。
青

く
染
め
ら
れ
た
表
面
に
無
数
の
白
い
細
線
を
縦
方
向
に
走
ら
せ
る
こ
と
で
、
し

と
し
と
降
る
雨
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ー
ウ
が
研
究
を
重
ね
た
青
と
白
の

調
和
が
活
か
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
花
瓶
が
展
示
さ
れ
た
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
博
で
、
王

立
磁
器
製
作
所
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。
こ
の
時
、
二
四
〇
点
の
釉
下
彩

装
飾
作
品
を
含
む
約
三
〇
〇
点
が
売
却
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
の
後
、
王
立
磁
器
製
作
所

の
製
品
は
、
パ
リ
の
ビ
ン
グ
商
会
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
や
、
そ

の
他
の
有
力
な
美
術
商
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
成
功
を
受
け
て
、

ス
コ
ウ
は
一
八
九
〇
年
四
月
に
パ
リ
、
一
八
九
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八

九
七
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
支
店
を
出
し
て
販
路
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に

名
声
を
上
げ
て
い
く
中
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
磁
器
製
作
所
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

他
の
磁
器
工
房
と
ど
の
よ
う
に
差
別
化
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ヘ
イ
デ
ン

は
、
日
本
美
術
の
取
り
入
れ
方
に
差
異
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
王
立
磁
器
製
作
所
は
）
セ
ー
ブ
ル
や
ウ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に
、
東
洋
の
陶

工
の
デ
ザ
イ
ン
を
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
真
の
洞
察
力

に
よ
っ
て
、
東
洋
由
来
の
創
造
物
の
源
泉
ま
で
遡
っ
た
。
そ
う
し
て
、
自

然
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
、
様
々
な
変
化
の
様
相
や
雰
囲
気
に
お
い
て
、
コ

図６　�アーノル・クローウ《雨中コウノト
リ図花瓶》1889年、染付、h.33.5cm、
デンマーク陶芸美術館（CLAY 
keramikmuseum Denmark 
GRH06732, ロイヤル・コペンハー
ゲン美術館旧蔵）

（�出典：『デンマーク王室の陶磁コレクション
―ロイヤル・コペンハーゲン』122頁）

図５　�フランス・アウグスト・ハリン《水景
図花瓶》1894年、釉下彩、h.34.5cm、
デンマーク陶芸美 術 館（CLAY 
keramikmuseum Denmark 
GRH06947, ロイヤル・コペンハー
ゲン美術館旧蔵）

（�出典：『デンマーク王室の陶磁コレクション
―ロイヤル・コペンハーゲン』115頁）
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ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
自
身
を
映
し
出
す
鏡
と
な
っ
た（

（3
（

。（
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

た
し
か
に
、
同
時
代
の
セ
ー
ブ
ル
や
ウ
ー
ス
タ
ー
の
製
品
か
ら
は
、
自
国
特

有
の
画
題
を
日
本
の
モ
チ
ー
フ
と
組
み
合
わ
せ
た
作
品
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
王
立
磁
器
製
作
所
の
作
品
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
自

然
や
雰
囲
気
を
映
し
出
す
と
い
う
点
で
、
セ
ー
ブ
ル
や
ウ
ー
ス
タ
ー
の
作
品
と

区
別
さ
れ
て
い
た
。

一
八
八
九
年
の
万
博
で
は
、
セ
ー
ブ
ル
に
所
属
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ガ
ル
ニ
エ
（Édouard Garnier, 1840-1903

）
も
デ
ン
マ
ー
ク

王
立
磁
器
製
作
所
の
実
力
を
認
め
た
。『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
（G

azette 

des Beaux-A
rts

）』
一
八
八
九
年
九
月
号
に
お
い
て
、
ガ
ル
ニ
エ
は
万
博
の
磁

器
に
つ
い
て
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。「
一
八
七
八
年
当
時
に
、
将
来
私
達
の

厳
し
い
競
争
相
手
に
な
る
と
懸
念
し
て
い
た
外
国
の
製
作
所
は
、
ど
こ
も
進
歩

し
て
い
な
い
よ
う
だ（

（3
（

。」
と
述
べ
た
後
、
彼
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
王
立
磁
器
製
作
所
は
例
外
で
あ
る
。
そ
の

展
示
は
実
に
美
し
く
、
予
想
外
の
新
発
見
、
い
わ
ば
磁
器
芸
術
に
お
け
る

新
た
な
色
調
を
も
た
ら
し
た（

（3
（

。（
訳
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
博
を
経
て
、
デ
ン

マ
ー
ク
王
立
磁
器
製
作
所
は
同
業
者
の
セ
ー
ブ
ル
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
名
窯
と

し
て
名
を
上
げ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
芸
術

家
に
と
っ
て
の
留
学
先
と
し
て
選
ば
れ
、
学
び
を
得
る
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
フ

ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
磁
器
製
作
所
で
あ
る
セ
ー
ブ
ル
か
ら
一
目
置
か
れ
た
デ
ン

マ
ー
ク
の
磁
器
は
、
技
術
力
の
高
さ
を
世
界
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

北
欧
の
他
の
国
に
お
い
て
も
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
製
作
を
参
照
し
た
釉
下
彩
技

術
の
向
上
が
進
め
ら
れ
て
い
く（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
美
術
に
触
発
さ
れ
た
、

独
自
の
モ
チ
ー
フ
選
択
と
技
術
的
な
探
究
が
生
ん
だ
「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
さ
」

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
産
業
の
名
声
を
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

デ
ン
マ
ー
ク
で
磁
器
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
表
現
手
段
が

確
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
美
術
は
か
つ
て
ほ
ど
重
要
な
着
想
源
で
は
な
く

な
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
世
紀
に
入
り
、
世
界
の
中
の
日
本
の
立
場
が
急
激
に
変

化
し
た
こ
と
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
終
焉
を
招
い
た
。
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
を

経
て
帝
国
主
義
の
列
強
へ
の
道
を
辿
っ
て
い
た
日
本
に
対
し
て
、
西
洋
人
が
エ

キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
異
国
と
し
て
の
役
割
の
み
を
求
め
る
こ
と
は
国
際
情
勢
に
反

し
て
い
た
と
い
え
る
。
日
本
の
美
術
工
芸
品
や
そ
れ
ら
に
着
想
を
得
た
作
品
は

現
在
も
デ
ン
マ
ー
ク
で
流
通
し
て
い
る
が
、
今
や
こ
れ
ら
は
、
一
九
世
紀
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
文
脈
で
は
語
ら
れ
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
が
新
し
い
時
代
に
即
し
た
美
的
価
値
を
構
築
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

終
焉
を
迎
え
た
。

一
九
世
紀
末
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
内
外
で
、
市
民
革
命
や
産
業
化
が
進
み
、

伝
統
の
刷
新
を
迫
ら
れ
る
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
や
シ
ュ
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レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
戦
争
な
ど
度
重
な
る
敗
戦
に
よ
っ
て
小
国

の
劣
等
感
を
か
み
し
め
た
デ
ン
マ
ー
ク
に
と
っ
て
、
自
国
の
文
化
を
隆
盛
さ
せ

る
こ
と
で
国
の
権
威
を
保
つ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
求
め
ら

れ
た
の
は
、
文
化
的
に
優
位
な
西
洋
の
一
員
と
し
て
の
承
認
と
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
独
自
性
で
あ
っ
た
。
両
者
を
保
持
す
る
た
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
の
製

作
は
日
本
美
術
の
単
な
る
模
倣
を
避
け
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
《
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ル
ソ
ー
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
浮
世
絵
の
モ
チ
ー
フ

を
転
写
し
た
作
品
を
堂
々
と
展
開
す
る
姿
勢
と
異
な
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
美
術

工
芸
で
は
、
模
倣
を
避
け
、
国
の
「
独
自
性
」
を
追
求
し
た
作
品
が
制
作
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
日
本
美
術
の
参
照
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
の
美
術
商
ビ
ン
グ
を
介

し
た
日
本
美
術
品
の
購
入
や
、
パ
リ
留
学
を
通
し
て
一
八
八
五
年
に
カ
ー
ル
・

マ
ス
ン
が
著
し
た
『
日
本
の
絵
画
芸
術
』
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
王
立

磁
器
製
作
所
の
美
術
監
督
ア
ー
ノ
ル
・
ク
ロ
ー
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
芸
術
家
は
、

日
本
美
術
の
自
然
表
現
を
参
考
に
、
動
植
物
と
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
の
城
な
ど
の

象
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
自
国
で
身
近
に
見
ら
れ
る
自
然
風

景
や
お
と
ぎ
話
に
登
場
す
る
動
物
を
磁
器
に
表
現
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
北
欧
で
芽
生
え
て
い
た
民
族
意
識
の
形
成
や
自
然
観
の
深

化
と
相
ま
っ
て
、
身
近
な
自
然
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
心
の
拠
所
で
あ
っ
た
た
め
、

「
デ
ン
マ
ー
ク
ら
し
さ
」
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
適
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
独
自
の
モ
チ
ー
フ
を
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
の
高
度
な
釉
下
彩
の
技
術
が

確
立
し
た
こ
と
が
、
王
立
磁
器
製
作
所
の
国
際
的
な
成
功
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

芸
術
家
た
ち
は
、
絵
画
と
磁
器
に
同
等
の
美
を
施
す
日
本
美
術
に
倣
い
、
磁
器

に
お
け
る
絵
画
的
表
現
を
生
み
出
す
釉
下
彩
の
新
た
な
色
彩
を
打
ち
出
し
た
。

こ
う
し
て
、
王
立
磁
器
製
作
所
は
名
窯
の
座
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
、
日
本
美
術
の
受

動
的
な
模
倣
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
選
択
的
な
摂
取
と

変
容
の
プ
ロ
セ
ス
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
や
画
面
処
理
に

対
す
る
日
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
受
容
を
伴
い
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
を
再
構
成
し
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
「
独
自
性
」
を
表
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
釉
下
彩

に
よ
る
絵
付
け
技
術
の
進
展
は
、
モ
チ
ー
フ
を
磁
器
に
反
映
す
る
た
め
の
重
要

な
媒
体
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
産
業
に
お
け
る
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
と
は
、
日
本
美
術
に
触
発
さ
れ
た
新
た
な
釉
下
彩
技
法
の
獲
得
を
意

味
し
、
自
然
探
究
と
絵
画
的
装
飾
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
国
民
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
自
然
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一

九
世
紀
末
の
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
日
本
美
術
は
、
単
純
な
模
倣
を
超
え
、
当

時
の
社
会
的
状
況
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
磁
器
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
の

で
あ
る
。

註（
１
）	

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
定
義
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
馬
淵
明
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『
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
―
幻
想
の
日
本
』
ブ
リ
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、
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―
一
一
頁
。

（
２
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ラ
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パ
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ン
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一
九
世
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後
半
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ラ
ン
ス
の

批
評
家
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デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
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デ
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フ
ィ
ン
ラ
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ド
の
芸

術
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「
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
芸
術 

（lʼart scandinave
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「
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
派
（lʼécole scandinave

）」
と
表
し 

、
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
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が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
考
慮
し
、
本
稿
で
も
こ
の
四
ヶ
国
を
適
宜
「
北
欧
」
と
呼
ぶ
。
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blaaner, til blaat, der sortner, at den synes kun at kunne væ

re 
hentet et Steds fra: fra selve den danske A

ften-H
im

m
el i H

øst og 
V

aar.”, D
e D

anske Byerhverv i T
ekst og Billeder, Lehm

ann &
 Stage, 

K
jøbenhavn, 1904, p.9.

（
24
）	

田
辺
欧
「
デ
ン
マ
ー
ク
黄
金
期
文
学
の
遠
景
に
あ
る
も
の
」『
ハ
マ
ス
ホ
イ
と

デ
ン
マ
ー
ク
絵
画
』
読
売
新
聞
東
京
本
社
、
二
〇
二
〇
年
、
五
四
頁
。

（
25
）	GERM

U
N

D
SSO

N
, T

om
as, JÖ

N
SSO

N
, Erik, SET

T
EN

, Gunhild, “In 
Search of N

ordic Landscape Geography: T
ensions, Com

binations 
and Relations”, in JA

K
O

BSEN
, Peter, et al., eds., Socio-Spatial 

T
heory in N

ordic G
eography, Springer, Lund, 2022, pp.107-108.

（
26
）	LIN

D
SK

O
G, A

nnika, “Com
posing landscapes: m

usical m
em

ories 
from

 nineteenth-century N
orw

egian m
ountain-scapes”, in Landscape 

H
istory, 34, T

aylor&
Francis, 2013, p.44.

（
27
）	M

A
RD

A
L, M

agnus A
., “Enige og tro inntil D

ovre faller”, Store 
N

orske Leksikon, 〈https://snl.no/Enige_og_tro_inntil_D
ovre_faller

〉

（
二
〇
二
五
年
九
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
）

（
28
）	“T

he art of Copenhagen equally reflects the national life and 
character under a northern sky. Pensive, dream

y, tinged w
ith the 

stillness of the A
rctic night, w

ith its violet sky and its dim
 

m
ysterious tones, the w

istful art of the N
orth never attem

pts the 
sensuous m

om
ents of the art of the Far East. T

he beauty of form
 is 

reticent and reposeful. T
he range of the grand-feu colours coincides 

exactly w
ith the tender colours of the little kingdom

, and the 
m

elting glaze adds that lum
inosity w

hich m
akes the D

anish 
landscape so spirituellē.”, H

A
Y

D
EN

, A
rthur, R

oyal C
openhagen 

Porcelain, T
.F.U

nw
in, London, 1911, p.344.

（
大
焚
…
最
高
焼
成
温
度
に
到

達
し
た
と
き
の
焼
成
段
階
）

（
29
）	W

A
GN

ER, op.cit., p.125.

（
30
）	Ibid., p.127.

（
31
）	“T

here w
as no slavish im

itation of the designs of the O
riental 

potter as w
as the case w

ith Sèvres and w
ith W

orcester. W
ith true 

vision, the results of the East w
ere traced to the original source of 

inspiration, and henceforth N
ature in all her form

s, in all her 
varying phases and m

oods, becam
e the m

irror into w
hich 

Copenhagen looked to see herself reflected.” H
A

Y
D

EN
, op.cit., p.295.

（
32
）	“Les m

anufactures étrangères dont quelques-unes, en 1878, 
pouvaient nous faire redouter pour lʼavenir une concurrence 
sérieuse, ne nous paraissent pas être en progrès.”, GA

RN
IER, 

É
douard, “Les Industries dʼar t:- La Porcelaine, E

xposition 
U

niverselle de 1889”, G
azette des Beaux arts, vol.2, Paris, 1889.9.1, 

p.343.

（
33
）	“Il nous faut cependant faire une exception pour la M

anufacture 
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royale de Copenhague dont l’exposition, véritablem
ent belle, a été 

com
m
e une sorte de révélation inattendue, et apporte, pour ainsi 

dire, une note nouvelle dans l’art de la porcelaine.”, ibid., p.343.
（
34
）	
デ
ン
マ
ー
ク
以
外
の
北
欧
に
お
い
て
、
釉
下
彩
で
動
植
物
の
装
飾
を
施
し
た
芸

術
家
の
例
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ポ
ス
グ
ル
ン
磁
器
製
作
所
（Porsgrunds 

Porselæ
nsfabrik

）
の
陶
芸
家
ギ
ー
オ
ウ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヘ
ッ
ゲ
ル
ン

（Georg A
ndreas H

eggelund, 1860-1916

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ハ

レ
ー
ン
に
よ
る
と
、
彼
が
釉
下
彩
を
使
用
し
始
め
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
同
君
連
合
を
解
消
し
た
一
九
〇
五
年
以
降
で
あ
り
、
製
作
に
は

デ
ン
マ
ー
ク
の
磁
器
を
参
照
し
て
い
た
と
い
う
。HA

LÉN
,W

idar: “Japonism
e, 

N
ational Identity and a N

ew
 A

esthetic Idiom
”, in W

EISBERG, 
Gabriel P., ed., Japanom

ania in the N
ordic countries 1875-1918, 

M
ercatorfonds, Copenhagen/H

elsinki/O
slo, 2016, p.163.
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